
成
田
空
港
の
拡
張
事
業

　

成
田
空
港
は
、
国
際
線
基
幹
空
港
と
し
て
海
外
の

１
０
０
以
上
の
都
市
と
結
ば
れ
て
お
り
、
日
本
の
空

の
表
玄
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
増
加
が
予
測
さ
れ
る
首
都
圏
の
航
空
需

要
に
対
応
し
、
成
田
空
港
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
は
、
周
辺
地
域
と
の
共
生
・
共
栄
を
図

り
つ
つ
、
成
田
空
港
の
一
層
の
機
能
強
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
た
め
、

平
成
30
年
３

月
、
国
土
交

通
省
（
航
空

局
）
・
千
葉

県
・
空
港
周
辺

９
市
町
・
成
田

国
際
空
港
株

式
会
社
（
以

下
「
空
港
会

社
」
）
の
四
者

は
、
環
境
対
策

等
の
実
施
を
前

提
に
、
滑
走
路

の
増
設
・
延
伸
等
を
含
む
拡
張
事
業

の
実
施
に
合
意
し
ま
し
た
。
現
在
、

令
和
11
年
３
月
の
供
用
を
目
指
し
、

滑
走
路
整
備
等
の
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
滑
走
路
等
の
供
用
が
開
始

さ
れ
る
と
、
年
間
発
着
枠
が
現
在
の

30
万
回
か
ら
50
万
回
ま
で
拡
大
し
、

旅
客
数
・
貨
物
取
扱
量
・
空
港
内
従

業
員
数
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

空
港
を
核
と
し
た
産
業
拠
点
の
形
成

　

こ
う
し
た
日
本
最
大
の
貿
易
港
で

あ
る
成
田
空
港
の
拡
張
事
業
の
効
果

を
生
か
し
て
、
我
が
国
の
産
業
競
争

力
の
強
化
と
本
県
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
空
港
周
辺

に
立
地
す
る
こ
と
に
ビ
ジ
ネ
ス
上
の

資
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

既
に
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
弾
力
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
２
件
の
大
型
国
際
航
空
物
流
施
設
の

開
発
表
明
に
つ
な
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
は
、

「
物
流
」
に
加
え
、
成
田
空
港
の
特
徴
や
強
み
を
生

か
せ
る
５
つ
の
産
業
を
新
た
に
「
集
積
を
目
指
す
産

業
」
に
追
加
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
特
に

空
港
と
の
親
和

性
が
高
い
「
航

空
宇
宙
関
連
産

業
」
に
つ
い

て
、
空
港
内
の

整
備
地
区
を
核

と
し
た
航
空
機

エ
ン
ジ
ン
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
、
航
空
機
整

備
産
業
の
集
積

を
目
指
し
て
、

具
体
的
な
取
組

を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

選
ば
れ
る
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

　

ま
た
、
産
業
拠
点
形
成
の
た
め
の
取
組
だ
け
で
な

く
、
そ
の
受
け
皿
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
も
重
要
で

す
。

　

国
・
県
・
空
港
周
辺
９
市
町
・
空
港
会
社
は
、
空

港
周
辺
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
「
実
施
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
、
「
地
域
と
空
港
を
支
え
る
人
材
の
確

保
」
と
「
空
港
を
生
か
し
た
産
業
の
発
展
」
を
起
点

と
す
る
地
域
づ
く
り
を
基
本
的
な
考
え
方
に
、
「
空

港
を
核
と
し
て
、
都
市
と
田
園
が
調
和
し
、
暮
ら
し

や
産
業
の
拠
点
と
し
て
選
ば
れ
る
エ
ア
ポ
ー
ト
シ

テ
ィ
」
を
地
域

の
将
来
像
と
し

て
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

今
年
４
月
、

地
域
づ
く
り
を

担
う
県
と
空
港

づ
く
り
を
担
う

空
港
会
社
は
、

「
実
施
プ
ラ

ン
」
で
掲
げ
た

エ
ア
ポ
ー
ト
シ

テ
ィ
実
現
の
た
め
、
「
Ｎ
Ｒ
Ｔ
（
な
り
た
）
エ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
今

年
６
月
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
成
田
空

港
「
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
構
想
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

同
構
想
は
、
空
港
周
辺
に
お
い
て
目
指
す
べ
き
産

業
・
暮
ら
し
・
交
通
等
を
一
体
で
検
討
す
る
た
め
の

議
論
の
出
発
点
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
に
お

い
て
、
成
田
空
港
を
中
心
と
す
る
都
市
圏
に
お
い

て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
、

〝
誰
も
が
輝
き
世
界
と
響
き
合
う
「
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
・
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
〟
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
構
想
を
呼
び
水
に
、
民
間
企
業
や
周

辺
市
町
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
議
論
を
活
性
化
さ
せ
、
国
際
的
な
産
業
拠

点
と
、
そ
れ
を
支
え
る
多
様
な
人
々
が
集
い
互
い
に

高
め
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
産
業
を
呼
び
込
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
空
港
周
辺
９
市
町
と
と
も

に
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ
く
「
成
田
新
産

業
特
別
促
進
区
域
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
民
間
投

進
む
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

そ
し
て
、
空
港
の
拡
張
事
業
に
よ
り
高
ま
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
受
け
止
め
、
広
域
に
波
及
さ
せ
る
と
と

も
に
地
域
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
８
年
度
開
通
予
定
の
圏
央
道

（
大
栄
～
横
芝

間
）
の
着
実
な

整
備
や
、
首
都

圏
と
空
港
を
直

達
す
る
北
千
葉

道
路
の
整
備
、

湾
岸
地
域
の
渋

滞
を
解
消
す
る

新
湾
岸
道
路
の

計
画
の
具
体
化

を
促
進
し
ま

す
。お

わ
り
に

　

成
田
空
港
の
拡
張
事
業
の
効
果
を
、
空
港
の
み
な

ら
ず
周
辺
地
域
に
波
及
さ
せ
、
暮
ら
し
や
産
業
の
拠

点
と
し
て
選
ば
れ
る
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
実
現
す

る
た
め
、
県
で
は
、
周
辺
市
町
や
空
港
会
社
の
み
な

ら
ず
、
民
間
企
業
や
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る

方
々
と
連
携
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「産業集積を図るエリア] 成田新産業特別促進区域において「集積を目指す産業」

成田新産業特別促進区域
（成田空港周辺9市町）

戦略的な企業誘致を図るため、令和6年12月に基本計画の
「集積を目指す産業」に追加した産業
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整備が進む広域道路ネットワーク

エアポートシティ構想において整理されたゾーニング
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